
市民の皆さまへ
　市民の皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご協力を
いただき、厚くお礼申し上げます。
　平成21年度予算について、3月議会で可決いただきましたので、
「平成21年度予算特集号」をお届けします。ご覧いただき、一層
のご協力とご提言をお願いします。

　昨年9月のいわゆる「リーマンショック」に始まるアメリカ発
の金融危機は、瞬く間に世界をかけめぐり、当市においても、市
民の雇用や地域の消費活動等に大きな影響をおよぼしています。
「百年に一度の経済危機」といわれていますが、想像以上に深刻な状況であり、回復するまでには相
当長期間にわたるものと認識しています。
　こうした状況を受け、平成21年度予算編成に臨んだわけですが、こうした状況であればこそ、地
方自治体の使命として、市民だれもがこの地に住んでよかったと思えるように「自己完結型市政・希
望あふれる南魚沼市」の実現に向けて努力を傾ける決意を新たにしたところであります。
　そこで、当初予算の編成にあたっては、国の平成20年度第2次補正予算の施策を活用し、「平成20
年度3月補正予算」と一体として編成を行いました。
特に意を用いたところは、次の点であります。

　詳しい事業内容は次項以下に述べますが、市税の減収、地方交付税の増額、市債の増額等厳しい予
算編成となりました。平成21年度は学校建設など大規模事業が始まりますが、市民の皆さまの生活
重視と市政発展に向け最大限配慮したところであり、財政健全化に留意し、四季折々の自然が美しい
この地で、「自然・人・産業の和で築く安心のまち」を将来像として、職員一丸となって、市民の負
託に応えていくつもりであります。
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平成21年度

◎ 雇用対策および資金繰り対策
◎ 総合計画実施計画の着実な推進
◎ 教育環境の充実
◎ 子育て支援の充実
◎ 地域コミュニティ活動の支援
◎ トキめき新潟国体の成功
◎ 「天地人」プロジェクトの推進
◎ 財政の健全化の推進
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会　　　計 平成21年度 平成20年度
比　　　較

増減額 増減率

一 般 会 計 291億1,700万円 288億6,800万円 2億4,900万円 0.9％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 60億8,160万円 60億9,521万円 △ 1,361万円 △ 0.2％

介護保険特別会計 49億1,980万円 45億7,336万円 3億4,644万円 7.6％

老人保健特別会計 520万円 5億4,296万円 △ 5億3,776万円 △ 99.0％

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 4億9,420万円 5億2,644万円 △ 3,224万円 △ 6.1％

下 水 道 特 別 会 計 75億9,600万円 74億5,100万円 1億4,500万円 1.9％

公
営
企
業
会
計

水道事業会計

収益 24億9,555万円 24億9,794万円 △ 239万円 △ 0.1％

資本 35億8,117万円 40億9,740万円 △ 5億1,623万円 △ 12.6％

計 60億7,672万円 65億9,534万円 △ 5億1,862万円 △ 7.9％

病院事業会計

収益 40億4,546万円 40億5,426万円 △ 880万円 △ 0.2％

資本 2億1,220万円 2億3,912万円 △ 2,692万円 △ 11.3％

計 42億5,766万円 42億9,338万円 △ 3,572万円 △ 0.8％

合　　　計 585億4,818万円 589億4,569万円 △ 3億9,751万円 △ 0.7％

※水道事業会計および病院事業会計は歳出ベースです。

　平成21年度　各会計別予算

会　　　計
年度末残高見込

平成21年度 平成20年度 増　減　額

一 般 会 計 361億5,180万円 363億5,685万円 △ 2億 505万円

下 水 道 特 別 会 計 339億3,688万円 337億2,862万円 2億 826万円

水 道 事 業 会 計 170億2,127万円 178億6,676万円 △ 8億4,549万円

病 院 事 業 会 計 8億6,819万円 10億2,789万円 △ 1億5,970万円

計 879億7,814万円 889億8,012万円 △10億 198万円

参
考

土 地 開 発 公 社 12億3,000万円 12億3,000万円 0

債 務 負 担 行 為 18億8,081万円 22億4,164万円 △ 3億6,083万円

※公的資金保証金免除繰上償還による借換等により、残高は確実に減少しています。

　長期借入金の状況

585億4,818万円です
平成21年度 南魚沼市の当初予算総額（一般会計＋特別会計＋公営企業会計）は
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会　　　計
年度末残高見込

平成21年度 平成20年度 増減額

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 12億9,439万円 16億4,439万円 △ 3億5,000万円
減 債 基 金 952万円 952万円 −
国 際 交 流 基 金 1億1,265万円 1億2,168万円 △ 903万円
棚 村 基 金 1億 269万円 1億 484万円 △ 215万円
医 師 修 学 基 金 1,145万円 1,145万円 −
ふ る さ と 基 金 4億 円 4億 円 −
合 併 振 興 基 金 10億3,210万円 8億8,010万円 1億5,200万円
地域活性化・生活対策基金 − 1億2,874万円 △ 1億2,874万円

計 29億6,280万円 33億 72万円 △ 3億3,792万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2億6,609万円 3億6,529万円 △ 9,920万円

介 護 保 険 特 別 会 計
貸付 300万円 300万円 −
給付 2億6,747万円 2億6,098万円 649万円
特例 2,452万円 3,705万円 △ 1,253万円

下 水 道 特 別 会 計 6,250万円 1億1,250万円 △ 5,000万円
水 道 事 業 会 計 2,900万円 2,900万円 −
病 院 事 業 会 計 2,290万円 2,290万円 −

合　　　計 36億3,828万円 41億3,144万円 △ 4億9,316万円

　基金の状況

健全化項目 5年間の
全体目標額

平成19年度
までの実績

平成20年度
（予算）

平成21年度
（予算）

平成22年度
（計画）

平成18年度から
平成22年度の合計

達成
見込率

人 件 費 の
抑 制 30億8,500万円 9億5,200万円 6億9,500万円 7億 300万円 7億6,200万円 31億1,200万円 100.9％

内部経費の
削 減 7億7,100万円 2億5,700万円 1億9,000万円 1億7,900万円 1億7,500万円 8億 100万円 103.9％

投資的経費
の 抑 制 9億8,700万円 3億7,100万円 1億5,900万円 3億 300万円 1億2,600万円 9億5,900万円 97.2％

行政水準の
明 確 化 4億9,300万円 1億9,200万円 1億3,200万円 1億1,800万円 1億 300万円 5億4,500万円 110.5％

繰 出 金 の
見 直 し 11億5,000万円 4億5,400万円 2億1,700万円 1億2,300万円 2億2,700万円 10億2,100万円 88.8％

公 債 費 の
削 減 2億5,100万円 0 3,300万円 1億3,000万円 1億1,200万円 2億7,500万円 109.6％

歳入の確保 3億6,300万円 1億 300万円 7,400万円 7,400万円 9,700万円 3億4,800万円 95.9％
合　計 71億 円 23億2,900万円 15億 円 16億3,000万円 16億 200万円 70億6,100万円 99.5％

※平成18年度からの5か年計画となっています。

　財政健全化計画の達成状況と見込み

　平成18年度に市独自の財政健全化計画を策定し、財政の健全化に取り組んできましたが、計画の4年目を迎え、
全体目標の71億円の目標がほぼ達成できる見込みとなりました。この健全化の手法の一つとして職員給与の5％
カットを実施してきました。この取り組みは、他団体に先駆け職員の協力のなか実施をし、約4億7,000万円の
効果をもたらすことができました。職員の給与カットは計画通り平成20年度をもって一旦終了し、今後状況を
見ながら必要があれば新たに対応することと考えておりますのでご理解をお願いします。
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17億5,921万円
（6.0%）

諸収入

17億3,198万円
（5.9%）

国庫支出金

自主財源

依存財源

6億4,867万円（2.2%）
使用料及び手数料

75億7,186万円
（26.0%）

市税

95億4,000万円
（32.8%）

地方交付税

13億3,523万円
（4.6%）

県支出金

39億8,470万円
（13.7%）

市債

6億3,005万円（2.2%）繰入金

6億9,890万円（2.4%）
分担金及び負担金など

12億1,640万円
（4.2%）

地方消費税交付金など

113億869万円
（38.8％）

178億831万円
（61.2％）

　平成21年度　歳入予算の構成比

款 21年度予算額 20年度予算額
比　　　較

増　減　額 増減率
1 市税 75億7,186万2千円 82億8,024万1千円 △ 7億 837万9千円 △ 8.6％
2 地方譲与税 3億9,770万 円 4億1,180万 円 △ 1,410万 円 △ 3.4％
3 利子割交付金 3,350万 円 2,800万 円 550万 円 19.6％
4 配当割交付金 800万 円 1,800万 円 △ 1,000万 円 △ 55.6％
5 株式等譲渡所得割交付金 300万 円 700万 円 △ 400万 円 △ 57.1％
6 地方消費税交付金 5億7,000万 円 6億 600万 円 △ 3,600万 円 △ 5.9％
7 自動車取得税交付金 1億 600万 円 1億7,000万 円 △ 6,400万 円 △ 37.6％
8 地方特例交付金 8,720万 円 6,860万 円 1,860万 円 27.1％
9 地方交付税 95億4,000万 円 88億 円 7億4,000万 円 8.4％

10 交通安全対策特別交付金 1,100万 円 1,200万 円 △ 100万 円 △ 8.3％
11 分担金及び負担金 5億3,896万 円 5億5,259万3千円 △ 1,363万3千円 △ 2.5％
12 使用料及び手数料 6億4,866万8千円 6億8,964万2千円 △ 4,097万4千円 △ 5.9％
13 国庫支出金 17億3,198万1千円 14億8,053万7千円 2億5,144万4千円 17.0％
14 県支出金 13億3,523万2千円 13億3,482万 円 41万2千円 0.0％
15 財産収入 5,993万1千円 1億 141万2千円 △ 4,148万1千円 △ 40.9％
16 寄附金 2千円 1千円 1千円 100.0％
17 繰入金 6億3,005万3千円 17億1,990万9千円 △10億8,985万6千円 △ 63.4％
18 繰越金 1億 円 1億 円 0 0.0％
19 諸収入 17億5,921万1千円 18億5,344万5千円 △ 9,423万4千円 △ 5.1％
20 市債 39億8,470万 円 26億3,400万 円 13億5,070万 円 51.3％

歳入合計 291億1,700万 円 288億6,800万 円 2億4,900万 円 0.9％

　平成21年度　歳入予算の概要

291億1,700万円の内容
平成21年度　一般会計
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52億2,847万円
（18.0%）

民生費

34億1,709万円
（11.7%）

衛生費

48億7,015万円（16.7%）公債費

70億7,750万円
（24.3%）

総務費
24億7,292万円

（8.5%）
教育費

10億4,323万円
（3.6%）

農林水産業費

4億3,400万円（1.5%） 消防費
6億1,902万円（2.1%） 商工費

35億6,673万円
（12.2%）

土木費

3億8,789万円
（1.3%）

議会費、労働費など

　平成21年度　歳出予算の構成比

款 21年度予算額 20年度予算額
比　　　較

増　減　額 増減率
1 議会費 1億6,363万5千円 1億6,724万9千円 △ 361万4千円 △ 2.2％
2 総務費 70億7,750万 円 71億2,317万6千円 △ 4,567万6千円 △ 0.6％
3 民生費 52億2,847万4千円 51億6,134万7千円 6,712万7千円 1.3％
4 衛生費 34億1,708万5千円 27億7,295万9千円 6億4,412万6千円 23.2％
5 労働費 1億5,680万4千円 1億8,704万7千円 △ 3,024万3千円 △ 16.2％
6 農林水産業費 10億4,323万3千円 9億9,489万1千円 4,834万2千円 4.9％
7 商工費 6億1,901万7千円 7億4,303万5千円 △ 1億2,401万8千円 △ 16.7％
8 土木費 35億6,672万9千円 36億3,475万 円 △ 6,802万1千円 △ 1.9％
9 消防費 4億3,400万1千円 4億7,745万 円 △ 4,344万9千円 △ 9.1％

10 教育費 24億7,292万2千円 17億2,756万 円 7億4,536万2千円 43.1％
11 災害復旧費 1,735万 円 354万 円 1,381万 円 390.1％
12 公債費 48億7,015万 円 58億1,474万 円 △ 9億4,459万 円 △ 16.2％
13 諸支出金 10万 円 1,025万6千円 △ 1,015万6千円 △ 99.0％
14 予備費 5,000万 円 5,000万 円 0 0.0％

歳出合計 291億1,700万 円 288億6,800万 円 2億4,900万 円 0.9％

　平成21年度　歳出予算の概要
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・被災地域緊急雇用創出対策事業
　　�　中越大震災復興基金を活用します。
・雇用創出事業（平成20年度3月補正予算対応分を含みます）　
・信用保証料補給金（平成20年度3月補正予算対応分を含みます）
・プレミアム付き商品券の発行（平成20年度3月補正予算対応事業です）

・学校耐震補強工事（平成20年度3月補正予算対応分を含みます）
　　�　大巻小・中之島小・大和中の耐震補強工事、大崎小・薮神小・五日町小・塩沢小・六日町中の耐
震診断・設計を行います。

・五十沢地区統合小学校建設事業
　　　五十沢小・西五十沢小を統合し、五十沢中学校に合築します。
・塩沢地区給食センター建設工事
　　　塩沢中学校地内に建設します。
・教育課程特例校事業
　　　市内全小学校で国際理解教育と英語教育を実施します。

・妊婦検診の公費負担回数の拡充
　　　公費負担を5回から14回に拡大します。
・ファミリーサポートセンターの設置
　　　子育て支援の新サービスです。
・浦佐認定こども園建設事業
　　　浦佐保育園と浦佐幼稚園を統合・整備するための、実施設計と敷地整地を行います。

・地域活性化支援事業交付金、地域活動拠点支援交付金（平成20年度3月補正予算対応事業です）
　　　地区全体の活性化を図り、「市民と行政の協働」をめざします。

　　�　12月27日まで、「愛・天地人博南魚沼」を開催し、誘客の増加を図ります。

　　�　自転車競技ロードレースは9月27日、テニス競技は10月2日
から5日に開催されます。

・行政財産の有効活用
・経常経費の3％の削減
・公的資金の補償金免除繰上償還の実施

平成21年度の主要施策
　雇用対策および資金繰り対策

　教育環境の充実

　子育て支援の充実

　コミュニティ活動の推進

　大河ドラマ「天地人」プロジェクトの推進

　トキめき新潟国体の開催

　財政の健全化
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億
3
、8
1
9
万
円
）

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準

に
基
づ
き
、
職
員
給
与
費
、
保
険
税

の
軽
減
分
の
補
て
ん
お
よ
び
出
産
育
児

一
時
金
の
3
分
の
2
等
の
費
用
を
繰
出

し
、
加
入
者
に
対
す
る
福
祉
お
よ
び
保

健
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
出
産
育
児
一

時
金
は
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
42
万
円

に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

⃝
後
期
高
齢
者
保
健
事
業 

 

（
1
、6
1
3
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委

託
を
受
け
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2　
地
域
完
結
型

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　
　
　
　
保
健
医
療
体
制
の
構
築

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
医
療
機
器
等
整
備
事
業
［
病
院
事
業
］ 

 

（
5
、0
0
0
万
円
）

　

市
立
病
院
の
医
療
機
器
等
を
整
備

し
、
良
質
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
ま

す
。

⃝
病
院
事
業
対
策
費 

 

（
2
億
7
、7
4
1
万
円
）

　

市
民
が
安
全
・
良
質
な
診
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
市
立
病
院
の
運
営
と
病

院
体
制
の
充
実
の
た
め
繰
出
金
を
支
出

し
ま
す
。

⃝
休
日
救
急
診
療
所
費 

 

（
3
、8
3
7
万
円
）

　

休
日
の
病
気
や
け
が
に
対
す
る
休
日

救
急
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
安

心
で
き
る
医
療
体
制
の
構
築
を
推
進
し

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3　
子
育
て
支
援
の
充
実

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝ 

新
規 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
費　

 

（
1
0
8
万
円
）

　

働
く
女
性
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修

等
を
行
い
ま
す
。

⃝ 

新
規 

浦
佐
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事
業

費 

（
2
、0
0
0
万
円
）

　

浦
佐
保
育
園
と
浦
佐
幼
稚
園
を
統
合

し
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
整
備
す
る

た
め
、
実
施
設
計
と
敷
地
整
地
を
行
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
に
建
設
、
平
成
23

年
度
に
開
園
予
定
で
す
。

⃝
学
童
保
育
対
策
事
業 

 

（
7
、1
3
8
万
円
）

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ま
い
る
ネ
ッ
ト
南

魚
沼
」
へ
市
立
10
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

委
託
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
の
2

ク
ラ
ブ
に
事
業
委
託
を
行
い
、
児
童
の

健
全
育
成
と
働
く
親
の
支
援
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
乳
幼
児
･
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業 

 

（
1
億
2
、5
0
1
万
円
）

　

こ
ど
も
ま
た
は
妊
産
婦
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
支
援
を
行
い

ま
す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
は
、
自
己
負

担
分
全
額
を
助
成
し
無
料
化
し
て
い
ま

す
。

⃝
拡
充 

母
子
保
健
事
業 

 
（
5
、4
9
4
万
円
）

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を

5
回
か
ら
14
回
へ
拡
充
し
ま
す
。
各
健

診
で
は
乳
幼
児
の
成
長
を
確
認
し
な
が

ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

⃝
保
育
園
大
規
模
改
修
事
業 

 

（
3
、0
5
0
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
四
十
日
保
育
園
の
大
規

模
改
修
工
事
と
耐
震
補
強
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
大
規
模
改

修
工
事
予
定
の
石
打
保
育
園
に
つ
い

て
、
改
修
に
併
せ
耐
震
補
強
を
実
施
す

る
た
め
の
診
断
と
実
施
設
計
を
委
託
し

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

4　
障
害
者
福
祉
の
充
実

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
心
身
障
害
者
助
成
事
業 

 

（
3
、1
8
2
万
円
）

　

移
動
困
難
な
障
が
い
者
に
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
な
ど
の
支
給
と
精
神
障
が

い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
通
所
施
設
で
訓
練
す
る
障

が
い
者
へ
費
用
を
補
助
し
支
援
し
ま

す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・ 

 
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

1

ゆきぐに大和病院
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⃝
自
立
支
援
事
業 

 

（
5
億
4
、2
8
3
万
円
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
給
付
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
更
生
医
療
、

育
成
医
療
お
よ
び
精
神
通
院
医
療
が
自

立
支
援
医
療
と
し
て
一
本
化
さ
れ
、
こ

れ
ら
に
も
医
療
給
付
を
行
い
ま
す
。

⃝
地
域
生
活
支
援
事
業 

 

（
7
、5
0
9
万
円
）

　

相
談
お
よ
び
支
援
事
業
を
行
う
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
費
用
、
日
常
生

活
用
具
、
日
中
一
時
支
援
、
移
動
支
援
、

小
出
養
護
学
校
通
学
バ
ス
助
成
お
よ
び

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5　
高
齢
者
福
祉
の
充
実

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
敬
老
会
事
業 

（
1
、5
8
7
万
円
）

　

長
寿
祝
い
と
し
て
米
寿
（
88
歳
）
に

祝
い
状
、
1
0
0
歳
の
長
寿
者
に
2
万

円
の
祝
い
金
・
祝
い
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
敬
老
会
事
業
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

⃝
生
活
支
援
事
業 

（
4
、5
8
7
万
円
）

　

要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
や
高
齢
者

等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
の
事
業

費
を
計
上
し
、
在
宅
高
齢
者
へ
の
生
活

支
援
と
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

⃝
介
護
保
険
対
策
費 

 

（
7
億
3
、8
8
0
万
円
）

　

介
護
保
険
制
度
運
営
の
適
正
な
執
行

と
制
度
の
充
実
の
た
め
、
介
護
保
険
特

別
会
計
へ
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
一

部
や
事
務
費
等
を
繰
出
し
ま
す
。ま
た
、

社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
低
所
得
の
方
の

経
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

⃝
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費 

 

（
8
億
2
、5
5
1
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職

員
給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
の

軽
減
分
の
補
て
ん
の
費
用
を
繰
出
し
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
療
養
給
付
費
の
12
分
の
1
と
広
域

連
合
事
務
共
通
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

6　
地
域
福
祉
の
推
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業 

 

（
5
、3
3
4
万
円
）

　

市
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め

に
設
立
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。

⃝
民
生
児
童
委
員
事
業 

 

（
1
、4
2
3
万
円
）

　

地
域
住
民
の
相
談
、
支
援
お
よ
び
福

祉
行
政
へ
の
協
力
を
行
う
民
生
委
員
児

童
委
員
の
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
。

⃝
生
活
保
護
扶
助
費 

 

（
1
億
5
、5
0
0
万
円
）

　

困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維�

持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保

障
す
る
た
め
の
各
種
扶
助
を
行
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1　
学
校
教
育
の
充
実

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
校
舎
耐
震
補
強
事
業 

 

（
1
億
6
、0
7
6
万
円
）

　
（
平
成
20
年
度
3
月
補
正
対
応 

 

3
億
6
、9
3
6
万
円
）

　

平
成
22
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
市
立

学
校
の
耐
震
化
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
計
画
を
前
倒
し
て
実
施
し
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
は
大
巻
小
学
校
、
中
之

島
小
学
校
お
よ
び
大
和
中
学
校
で
実
施

し
ま
す
。
耐
震
診
断
・
設
計
は
大
崎
小

学
校
、
藪
神
小
学
校
、
五
日
町
小
学
校

お
よ
び
塩
沢
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

六
日
町
中
学
校
は
新
耐
震
設
計
基
準
後

に
建
築
の
建
物
で
す
が
、
地
盤
沈
下
が

著
し
い
た
め
耐
震
に
影
響
が
な
い
か
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
教
育
課
程
特
例
校
事
業 

 
（
2
、7
0
6
万
円
）

　

昨
年
度
は
教
育
特
区
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
た
事
業
で
、
今
年
度
は
対
象

校
を
市
内
全
小
学
校
に
拡
大
し
ま
す
。

国
際
大
学
留
学
生
に
加
え
て
国
際
理
解

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
国
際
理

解
教
育
お
よ
び
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
英
語
教

育
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
五
十
沢
地
区
小
学
校
統
合
整
備
事
業 

 

（
3
億
1
、2
7
0
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
五
十
沢
小
学
校
と
西

五
十
沢
小
学
校
を
統
合
し
、
五
十
沢
中

学
校
に
合
築
し
ま
す
。
平
成
21
・
22
年

度
で
建
設
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
統
合

す
る
予
定
で
す
。

⃝
塩
沢
地
区
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

 

（
3
億
6
、5
8
0
万
円
）

　

塩
沢
中
学
校
お
よ
び
塩
沢
小
学
校
給

食
棟
の
老
朽
化
に
伴
い
、
塩
沢
地
区
給

食
セ
ン
タ
ー
を
塩
沢
中
学
校
地
内
に
建

設
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
2
学
期
か
ら

稼
働
す
る
予
定
で
す
。

教
育
・
文
化

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む 

 

喜
び
の
あ
る
ま
ち

2

五十沢中学校
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2　
生
涯
学
習
の
充
実

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
さ
わ
ら
び
大
規
模
改
修
事
業 

 

（
5
、2
0
0
万
円
）

　

音
響
設
備
の
交
換
改
修
、
モ
ニ
タ
ー

設
備
改
修
お
よ
び
庭
等
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

⃝
市
民
会
館
大
規
模
改
修
事
業（
1
億
円
）

　

市
民
会
館
の
機
械
設
備
等
の
取
替
、

更
新
お
よ
び
修
繕
を
行
い
ま
す
。

⃝
文
化
施
設
運
営
委
託
事
業 

 

（
8
、0
4
3
万
円
）

　

南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
、市
民
会
館
、

今
泉
博
物
館
お
よ
び
鈴
木
牧
之
記
念
館

の
管
理
運
営
委
託
を
行
い
、
協
調
し
て

文
化
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
図
書
館
管
理
運
営
費 

 

（
1
、3
7
3
万
円
）

　
「
暮
ら
し
に
役
立
ち
地
域
課
題
に
対

応
す
る
図
書
館
」を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3　
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
費 

 

（
1
4
7
万
円
）

　

乳
幼
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子

関
係
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
支
援
を

し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
に

努
め
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

4　
地
域
文
化
の
振
興

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
坂
戸
城
跡
整
備
事
業 

（
3
2
1
万
円
）

　

坂
戸
城
跡
御
館
石
垣
修
復
の
整
備
基

本
設
計
を
行
い
ま
す
。

⃝
南
魚
沼
市
郷
土
史
編
さ
ん
事
業 

 

（
1
、0
5
8
万
円
）

　

六
日
町
町
史
資
料
編
第
2
巻
の
発
刊

準
備
作
業
と
、
六
日
町
町
史
・
大
和
町

史
編
さ
ん
の
た
め
、
資
料
の
調
査
、
収

集
整
理
お
よ
び
保
存
作
業
を
進
め
ま

す
。

⃝
文
化
振
興
補
助
事
業 

（
6
9
1
万
円
）

　

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
お
よ
び

そ
の
他
文
化
芸
能
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業 

（
7
0
0
万
円
）

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南

魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
運
営
を

補
助
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業 

 

（
6
、3
1
0
万
円
）

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管

理
運
営
委
託
を
行
い
、
協
調
し
て
市
民

の
健
康
増
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
ま
す
。

⃝
国
体
推
進
費 

（
7
、8
9
4
万
円
）

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
自
転
車
競
技

会
（
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
）
と
テ
ニ
ス
競

技
会
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
か
ら
集
う

大
会
関
係
者
を
温
か
く
迎
え
、
心
に
残

る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

⃝ 

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

施
設
整
備
事
業 
（
2
、
5
8
0
万
円
）

　

快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
」
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

6　
野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝ 

教
育
改
革
推
進
事
業
（
確
か
な
学
力
の

向
上
） 

（
1
、6
8
5
万
円
）

　

緑
の
少
年
団
活
動
、
河
川
ク
リ
ー
ン

活
動
、
地
域
自
然
体
験
調
査
活
動
な
ど

学
校
が
主
体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色

を
生
か
し
た
活
動
に
助
成
を
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1　
循
環
型
社
会
の
創
造

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
循
環
型
社
会
形
成
推
進
事
業 

 

（
2
億
5
、6
9
7
万
円
）

　

ス
ラ
グ
用
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
に

向
け
て
、
旧
ご
み
処
理
施
設
解
体
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　
　
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業 

 

（
3
、6
3
5
万
円
）

　

平
成
20
年
度
策
定
し
た
「
南
魚
沼
市

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
に
沿
っ
た

事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

環
境
共
生

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、

1
0
0
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

3
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3　
生
活
環
境
の
向
上

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
ご
み
処
理
費
（
2
億
6
、7
4
2
万
円
）

　

良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

不
法
投
棄
ご
み
処
理
、
ご
み
収
集
の
委

託
、
大
和
地
域
ご
み
処
理
委
託
、
市
公

共
施
設
ご
み
収
集
業
務
の
委
託
を
行
い

ま
す
。

⃝
し
尿
等
処
理
施
設
費 

 

（
1
億
3
、7
7
6
万
円
）

⃝
可
燃
ご
み
処
理
施
設
運
営
費 

 

（
3
億
3
2
1
万
円
）

⃝
不
燃
ご
み
施
設
運
営
費 

 

（
8
、4
7
2
万
円
）

　

年
間
を
通
じ
て
安
定
的
・
効
率
的
な

処
理
が
行
え
る
よ
う
施
設
の
適
正
な
管

理
等
を
行
な
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1　
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
国
土
調
査
事
業 

（
4
、8
5
3
万
円
）

　

寺
尾
地
区
（
寺
尾
・
奥
地
内
）
の
一

筆
地
調
査
お
よ
び
測
量
と
、
四
十
日
地

区
（
大
杉
新
田
・
四
十
日
地
内
）
の
三

角
測
量
を
実
施
し
ま
す
。
五
日
町
地
区

に
つ
い
て
、
現
地
調
査
し
た
成
果
の
認

証
を
行
い
ま
す
。

⃝
都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業 

 

（
8
0
0
万
円
）

　

用
途
地
域
と
都
市
計
画
道
路
の
見
直

し
検
討
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

⃝
斎
場
改
築
事
業 

 

（
4
億
8
、8
3
2
万
円
）

　

実
施
計
画
に
基
づ
き
斎
場
の
本
体
建

築
工
事
、
火
葬
炉
の
製
作
工
事
を
行
い

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2　
交
通
体
系
の
整
備

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
道
路
新
設
改
良
事
業 

 

（
5
億
8
、3
5
6
万
円
）

　

安
全
・
安
心
の
交
通
確
保
の
た
め
、

市
の
単
独
事
業
の
ほ
か
国
県
補
助
金
を

受
け
て
市
内
各
路
線
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

⃝
街
路
関
連
事
業 

（
1
億
6
2
6
万
円
）

　

街
路
事
業
と
し
て
、県
道
2
路
線（
負

担
金
）
と
市
道
1
路
線
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

⃝
浦
佐
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
事
業 

 

（
1
、5
4
0
万
円
）

　

浦
佐
駅
東
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
1
基

と
駅
構
内
に
障
が
い
者
対
応
型
ト
イ
レ

1
基
を
設
置
し
、
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
実
施
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3　
ひ
と
に
や
さ
し
い

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
道
路
環
境
整
備
事
業 

 

（
1
億
3
、4
4
5
万
円
）

　

島
泉
盛
寺
線
を
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、道
路
環
境
事
業
（
補
助
事
業
）

で
整
備
し
ま
す
。

⃝
地
方
道
路
交
付
金
（
雪
寒
）
事
業 

 

（
2
億
1
、8
0
0
万
円
）

　

冬
期
交
通
確
保
の
た
め
、
消
雪
パ
イ

プ
の
新
設
お
よ
び
老
朽
化
し
た
消
雪
施

設
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
や
雪
崩
予
防

柵
の
整
備
を
し
ま
す
。

⃝
除
雪
機
整
備
事
業
（
6
、8
0
0
万
円
）

　

市
道
の
効
率
的
な
除
雪
の
実
施
に
向

け
、2
台
の
除
雪
機
械
を
更
新
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

4　
住
環
境
の
整
備

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業 

 

（
4
4
8
万
円
）

　

新
耐
震
設
計
基
準
以
前
に
建
築
確
認

を
得
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
し

て
耐
震
化
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
耐
震

診
断
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

⃝
克
雪
住
宅
推
進
事
業 

（
5
9
7
万
円
）

　

住
宅
の
克
雪
化
（
融
雪
式
・
耐
雪
式
）

と
宅
地
内
消
雪
設
備
（
地
下
水
利
用
を

除
く
）
の
設
置
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5　
上
下
水
道
の
整
備

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

　
［
下
水
道
特
別
会
計
］ 

 

（
1
億
4
、1
3
0
万
円
）

　

小
栗
山
の
一
部
お
よ
び
上
町
の
一
部

の
下
水
道
本
管
の
布
設
整
備
を
行
い
ま

す
。

⃝
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
［
下
水
道
特
別
会
計
］ 

 

（
18
億
1
、4
4
0
万
円
）

　

大
和
地
域
（
大
倉
、
市
野
江
）、
六

日
町
地
域
（
西
泉
田
、
東
泉
田
、
奥
）、

塩
沢
地
域
（
横
新
田
、
姥
沢
新
田
、
原

芝
野
、
大
沢
、
大
窪
、
天
野
沢
、
竹
俣
）

の
下
水
道
本
管
の
布
設
整
備
を
行
い
ま

す
。

都
市
基
盤

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の 
 

あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

4
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⃝ 
大
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設

増
設・管
渠
工
事
［
下
水
道
特
別
会
計
］

 

（
4
億
3
、3
2
0
万
円
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

土
木
建
築
工
事
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、

電
気
機
械
設
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

⃝
下
水
道
会
計
繰
出
金 

 

（
16
億
8
、9
0
0
万
円
）

　

下
水
道
特
別
会
計
へ
企
業
債
の
元
利

償
還
金
お
よ
び
市
町
村
整
備
浄
化
槽
維

持
管
理
費
等
を
繰
出
し
ま
す
。

⃝
浄
水
場
中
央
計
算
機
更
新
事
業

　
［
水
道
事
業
会
計
］（
3
億
2
2
0
万
円
）

　

簡
易
水
道
の
統
合
を
契
機
と
し
て
、

管
理
の
一
元
化
を
目
指
し
、
送
配
水
施

設
の
集
中
監
視
を
行
う
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

⃝
上
水
道
事
業
対
策 

 

（
7
億
8
、5
0
9
万
円
）

　

資
本
費
が
高
額
と
な
り
、
高
水
準
の

料
金
設
定
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
、
料
金
格
差
の
縮
小
を
図
る
た
め

に
、
資
本
費
の
一
部
と
し
て
水
道
事
業

会
計
へ
繰
出
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

6　
防
災
施
設
の
整
備

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
防
災
広
場
整
備
事
業 

 

（
1
、6
0
0
万
円
）

　

六
日
町
市
街
地
の
災
害
時
の
避
難
場

所
の
確
保
と
、
市
役
所
の
防
災
機
能
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
本
庁
舎
脇
に
防
災

広
場
を
整
備
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1　
農
業
の
振
興

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
土
地
改
良
事
業
費 

 

（
2
億
6
、9
1
7
万
円
）

　

土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
等
の

整
備
に
係
る
償
還
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業 

 

（
3
、4
3
2
万
円
）

　

的
確
な
需
要
調
整
に
取
り
組
む
と
と

も
に「
安
全
・
安
心
」な
良
質
米
の
生
産

に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⃝
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業 

 

（
7
、8
9
4
万
円
）

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
、
増
進
を
図
る
た

め
自
律
的
、
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
を
行
う
44
集
落
に
支
援
を
行
い
ま

す
。

⃝
家
畜
指
導
診
療
所
費 

 

（
1
、2
6
9
万
円
）

　

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
診
療

や
予
防
事
業
、
経
営
指
導
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2　
林
業
の
振
興

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
林
道
大
崎
水
尾
線
開
設
事
業 

 

（
2
、9
8
0
万
円
）

　

大
崎
・
水
尾
線
林
道
を
継
続
事
業
と

し
て
開
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

⃝
分
収
造
林
事
業 

（
3
、3
2
2
万
円
）

　

市
有
林
と
分
収
造
林
の
下
刈
や
枝
打

等
の
保
育
を
行
う
と
と
も
に
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
除
間
伐
や
植
栽

を
実
施
し
ま
す
。

⃝
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業 

 

　
（
2
9
5
万
円
）

　

森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な
「
施

業
実
施
区
域
の
明
確
化
作
業
」「
歩
道

の
整
備
等
」
の
地
域
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3　
観
光
の
振
興

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝ 

大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
費 

（
2
、2
5
1
万
円
）

　

2
0
0
9
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
の
放
送
を
契
機
に
南
魚
沼

市
の
知
名
度
の
向
上
と
誘
客
の
増
大
を

図
り
ま
す
。

⃝
観
光
振
興
事
業 

（
6
、4
6
4
万
円
）

　

観
光
Ｐ
Ｒ
の
委
託
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

支
援
し
、
誘
客
を
図
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

4　
商
工
業
の
振
興

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

　
（
平
成
20
年
度
3
月
補
正
対
応 

 

5
、0
0
0
万
円
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行

し
、
地
域
経
済
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

産
業
振
興

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

自
然
に
や
さ
し
く
力
強
い 
 

産
業
の
ま
ち

5
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⃝
商
工
業
振
興
補
助
事
業 

 

（
1
、1
3
0
万
円
）

　

商
工
会
運
営
お
よ
び
継
続
事
業
へ
の

補
助
、
地
域
活
性
化
事
業
へ
の
補
助
を

実
施
し
ま
す
。

⃝
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業 

 

（
4
億
6
、6
2
6
万
円
）

　

制
度
資
金
の
預
託
、
信
用
保
証
料
補

給
な
ど
、
中
小
企
業
経
営
支
援
事
業
を

行
い
ま
す
。

⃝
地
場
産
業
振
興
事
業 

（
3
1
7
万
円
）

　

駅
前
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
整
備
の
償

還
金
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5　
雇
用
の
促
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
被
災
地
域
緊
急
雇
用
創
出
事
業 

 

（
1
億
2
、4
0
2
万
円
）

　

中
越
大
震
災
復
興
基
金
を
活
用
し
て

雇
用
創
出
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
雇
用
創
出
事
業 

（
1
、7
5
0
万
円
）

　
（
平
成
20
年
度
3
月
補
正
対
応 

 

1
、0
1
1
万
円
）

　

県
の
交
付
金
を
活
用
し
て
雇
用
創
出

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
雇
用
対
策
事
業 

（
9
7
0
万
円
）

　

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会
負

担
金
と
し
て
、
2
人
分
の
人
件
費
を
負

担
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1　
行
財
政
運
営
の
効
率
化

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
庁
舎
整
備
事
業 

（
1
、0
5
0
万
円
）

　

本
庁
舎
方
式
を
見
据
え
、
庁
舎
付
属

施
設
等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
行
政
区
事
業 

（
6
、4
9
3
万
円
）

　

各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
お
よ
び
自

主
活
動
に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し

て
支
援
し
ま
す
。

⃝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

　
（
平
成
20
年
度
3
月
補
正
対
応 

 
5
、2
1
7
万
円
）

　

市
内
12
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
性
化
事
業
を

実
施
し
、
地
区
全
体
の
自
治
活
動
の
活

性
化
を
図
り
、
地
域
と
行
政
が
と
も
に

対
等
な
立
場
で
行
政
運
営
に
当
る
「
市

民
と
行
政
の
協
働
」
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
11
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
、
地
域
の
自
治
活
動
の
拠
点
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー

を
整
備
設
置
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3　
災
害
に
強
い
安
全
と

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　
　
　
　
　
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
消
防
庁
舎
改
築
事
業 

 

（
5
、5
0
0
万
円
）

　

庁
舎
改
築
に
伴
う
用
地
取
得
お
よ
び

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

⃝
消
防
車
両
整
備
事
業 

 

（
2
、8
5
0
万
円
）

　

本
署
の
老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
車
1
台

を
更
新
し
ま
す
。

⃝
消
防
団
施
設
整
備
事
業 

（
5
0
0
万
円
）

　

消
防
団
配
備
の
老
朽
化
し
た
小
型
ポ

ン
プ
付
積
載
車
1
台
を
更
新
し
ま
す
。

⃝
消
防
水
利
整
備
事
業 

 

（
3
、4
5
0
万
円
）

　

国
の
補
助
金
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水

槽
を
計
4
基
建
設
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

4　
高
度
情
報
化
の
推
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
事
業 
（
3
、3
8
8
万
円
）

　

大
縮
尺
地
形
図
の
整
備
、
業
務
ご
と

の
地
図
（
レ
イ
ヤ
ー
）
の
作
成
を
行
い

ま
す
。　

⃝
辺
地
共
聴
施
設
整
備
事
業 

 

（
5
5
4
万
円
）

　

平
成
23
年
7
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
完
全
移
行
に
伴
い
、
共
同
ア
ン
テ
ナ

を
有
す
る
共
聴
組
合
に
対
し
国
と
市
で

補
助
金
を
交
付
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝ 

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
活
用
事

業 

（
1
、0
8
2
万
円
）

　

辻
又
地
区
の
携
帯
電
話
不
感
地
域
を

解
消
す
る
た
め
、
地
区
内
に
中
継
鉄
塔

を
建
設
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5　
交
流
の
推
進

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

⃝
交
流
事
業
費 

（
2
0
4
万
円
）

　

国
内
友
好
都
市
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
等
で
相
互
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、

関
係
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

行
財
政
改
革・市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

市
民
と
築
く 

 

あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち　
　

6

消防庁舎

さいたま北区市民まつり
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